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1．背景と研究⽬的 
遷移⾦属−メタロイド系⾦属間化合物は，磁性や熱電特性，触媒特性などの様々な物性や特性を発現

する物質群である．その代表例であるチムニー・ラダー（CL）化合物 MmXx（MXγ，M：⾦属元素，X：
半⾦属元素，γ = x/m = 1.25~2）は M 原⼦の作る正四⾓柱状煙突状のチムニー副格⼦と X 原⼦の作る螺
旋階段状梯⼦のラダー副格⼦が組み合わさった複合結晶構造をとる．この CL 化合物に関する先⾏研究
として，Cr–Ge 系 CrGeγ の⾼圧合成において，合成圧⼒の変化によって CL 化合物の組成 γ および磁性
を制御した研究が報告された[2]．CL 化合物の 2 つの副格⼦は c 軸⻑が異なっており，⾼圧下で合成した
際にそれぞれの副格⼦の c 軸⻑が異なる変化を⽰した．これにより，組成 γ も変化したことから，合成
圧⼒による CL 化合物の組成と物性を制御することが可能であると推察された．そこで，本研究では Cr
と同族の Mn を構成⾦属とした Mn-Ge 系 CL 化合物 MnGeγに着⽬した．Mn-Ge 系 CL 化合物としては，
Mn3Ge5 の⾼圧合成と磁性や熱電特性に関する研究が報告された[2,3]．本研究では，Mn-Ge 系 CL 化合物
MnGeγにおいて，合成圧⼒による組成 γ の制御を⽬指し，様々な圧⼒での CL 化合物 MnGeγの合成を⾏
った．本課題では，⾼圧合成した CL 化合物 MnGeγの放射光 XRD 測定を⾏い，組成変調を評価した． 
 
2．実験内容 

試料の⾼温⾼圧合成には DIA 型マルチアンビルプレス⾼圧⼒発⽣装置を使⽤した．出発試料にはモル
⽐ Mn:Ge = 1:2 の組成で単ロール法により溶融急冷した試料を使⽤した．出発試料を充填した⾼圧試料
セルを所定の圧⼒まで加圧し，600 °C で加熱を⾏った．加熱終了後，常圧まで減圧し，試料を回収した．
回収した試料は粉砕し，あいち SR の BL5S2 ビームラインにおいて放射光粉末 X線回折測定を⾏った． 
 
3．結果および考察 

出発組成 Mn:Ge = 1:2 の単ロール原料を 3~6 GPa の様々な圧⼒条件で合成した．3~4.5 GPa において合
成した試料では CL 化合物と Ge が⽣成したが，5, 6 GPa では CL 化合物と MnGe4が⽣成した．また，本
研究において合成したすべての圧⼒範囲（3~6 GPa）において，合成圧⼒の変化にともなって，CL 化合
物の回折ピーク位置がわずかにシフトした．各圧⼒において⽣成した CL 化合物 MnGeγの副格⼦定数と
組成 γ を計算したところ，合成圧⼒の増加にともなって，a，cMnおよび γ は増加し，cGeは減少した．こ
れらの変化は CL 化合物 CrGeγと同様であり，Mn-Ge 系においても圧⼒の変化によって組成 γ を制御で
きることを⾒出した．今後はより⾼い合成圧⼒における組成の変化や合成温度と出発組成の依存性など
を調査し，CL 化合物における組成変調の解明を⽬指す． 
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